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とちぎの元気な森づくり県民税に関する 
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令和４（2022）年７月 

栃木県環境森林部環境森林政策課 
 

 

参考資料２ 



【森林の公益的機能の重要度】 

Ｑ１  森林は、県土の保全や水源の涵養、地球温暖化の防止等の公益的機能を有していますが、

このうち、特に重要とお考えになる森林の働きは何ですか。 

次の中から３つまで選択し、重要と考える順に番号を回答欄に記入してください。 

１ 山崩れや洪水等を防止する災害防止機能 

２ 水資源を蓄える水源涵養機能 

３ 大気を浄化・騒音を和らげるなどの快適環境形成機能 

４ 大気中の二酸化炭素を吸収し、炭素を貯蔵する地球環境保全機能 

５ 多様な生物の生育・生息の場を提供する生物多様性保全機能 

６ 心身の癒やしや安らぎの場を提供する保健・レクリエーション機能 

７ 自然に親しみ、森林を人との関わりなどを学ぶ教育・文化機能 

 

 

 

 

重要度 １位 ２位 ３位 

回答欄    

 

 

 

 



【第２期とちぎの元気な森づくり県民税事業の見直しについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２  本県では、平成 30（2018）年度からの「第２期とちぎの元気な森づくり県民税事業」に

おいて、「森林資源の循環利用」、「持続可能な森林管理」、「森林所有対策」を中心に取り組

んでおり、令和２(2020)年度からは、国における森林環境譲与税の創設に伴い、下表のとお

り県民税事業と譲与税事業の使途の整理を実施したところです。 

今般、第２期県民税事業の実施状況等（別紙１参照）を踏まえ、事業の見直しを行うこと

から、今後の見直し検討における参考とするため、以下の調査に御協力をお願いいたしま

す。 

資料２ R3 実績を添付 



 

 

 

 

 

１ 対策を強化すべきである 

２ 現状の対策のままでよい 

３ わからない 

回答欄 

 

Ｑ２－２ （※上記の設問で「１」と回答された方）  

強化した方がよいと思う対策内容等を、具体的にご記入ください。 

（回答欄） 例：再造林支援、作業道整備 等  

 

 

 

 

 

 

Ｑ２－１ 【森林の若返り促進について】 

 本県森林の将来を見据え、持続的な林業経営が可能となるよう高齢化した森林（人

工針葉樹林）の若返りを図るため、10 年間で 6,000ha の伐採更新・樹種転換を支援す

る事業を行っていますが、本事業の今後の方向性について、お考えにもっとも近いも

のを１つ選択し、その番号を回答欄に記入してください。 



 

 

 

 

１ 対策を強化すべきである 

２ 現状の対策のままでよい 

３ わからない 

回答欄 

 

 

 

Ｑ２－４ （※上記の設問で「１」と回答された方）  

強化した方がよいと思う対策内容等を、具体的にご記入ください。 

（回答欄） 例：忌避剤の散布、獣害防止筒の設置、野生獣の捕獲 等 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２－３ 【シカ等による獣被害の対策について】 

 本県では高齢化した森林の若返りを促進し、森林の持つ公益的機能を維持するため、

皆伐後の苗木の再造林を支援する事業を行っていますが、近年シカ等による苗木の食害

が増加し、森林の若返りを妨げる要因となっています。 

現在、忌避剤の散布や獣害防止筒の設置等を支援し野生獣による被害を防止する取組

を実施していますが、本事業の取組の方向性についてお考えにもっとも近いものを１つ

選択し、その番号を回答欄に記入してください。 



 

 

 

 

 

１ 対策を強化すべきである 

２ 現状の対策のままでよい 

３ わからない 

回答欄 

 

 

Ｑ２－６ （※上記の設問で「１」と回答された方）  

強化した方がよいと思う対策内容等を、具体的にご記入ください。 

（回答欄） 例：忌避剤の散布、獣害防止筒の設置、野生獣の捕獲 等 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２－５ 【里山林整備の支援について】 

 地域の生活環境保全のため、森づくり活動団体が行う身近な里山林の保全について、

10 年間で約 1,600ha の新規整備及び第１期整備箇所約 4,500ha の再維持管理を支援（整

備後５年間）するとともに、持続可能な活動のため、ボランティアの育成や企業との協

働を推進していますが、本取組について、御意見等がございましたら御記入ください。 

 また、お考えにもっとも近いものを１つ選択し、その番号を回答欄に記入してくださ

い。 



Ｑ２－７ 【森林所有対策について】 

 境界や所有者が不明な森林の境界を明確化し、森林を持続的かつ適正に整備・管理し

ていくため、10年間で 4,800ha の地籍調査を行う事業を進めていますが、本事業につい

て、今後どのようにしていくべきかお考えにもっとも近いものを１つ選択し、その番号

を回答欄に記入してください。 

１ 対策を強化すべきである 

２ 現状の対策のままでよい 

３ わからない 

回答欄 

 

 

Ｑ２－８ （※上記の設問で「１」と回答された方） 

強化したほうがよいと思う対策内容等を、具体的にご記入ください。 

（回答欄）  

 

 

 

 

 



Ｑ２－９ 【その他】 

 現在の第２期とちぎの元気な森づくり県民税事業の取組について、その他御意見等 

ありましたら御記入ください。 

（回答欄） 

 



【とちぎの森林・林業をめぐる新たな課題】 

Ｑ３ 別紙２（県民税事業の現状と課題）の状況や、貴市町管内における森林・林業等をめぐる課

題を踏まえ、新たにとちぎの元気な森づくり県民税で実施すべきと考える取組があれば、御

記入ください。 

 

（回答欄） 

 

資料３ 中間見直しを添付 


